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1吉野若手よりわれかれは、現代中極北京市における幼児の体燃と食生活-2耳慣との思議遂牲について花主主

3己主義院との合符研究を行ってきた(1)。その卒者糸以下の結論を袴た。

(1 ) 北京市における幼児Helt誌のt除去見頻度は、豪910年前に毅?きされた成審議とぬき7年に調ヨました総果をよじ

車交すると、 S設計ヤ約iこ有意差をもって 21倍以上に域主詳していた。

(2) 俊治資!貫の環撲を善悪tこすると予?恕された 2種類の幼後間、すなわち現在の北淡i!Hこおける都子台後

生活が目立援反験していると考えられる通閣総務まえの幼稚園と、これとは対照的に従予軽から食生活習

慣がほぼ守られていると想像された寄宿紛のえさ稔闘を対象として、 F時幼手設E童;.~における身体状況の

比較では、 5高生時の集長になると明書撃に幸製造が認められるようになった。すなわち、平均織のよじ車交

に必いで身長、体重、身者納骨と上総務皮勝民事およびBMI，肥満授、また肥満児tl¥3j誌襲撃のいずれにお

いても巡闘機j幼殺菌児は、読ま雪t，学的に有意に勝っていた。

(3) 通園都jのえさ況にはハンバーガーやフライドチキンなどのブアーストフ…ドへの噌好が重量く、動物

性タンパク質や脂肪の摂取を増加させている可能性が潟かった。

(4) 牛乳絞殺と比べて、清涼飲料水を畿百飲なと害事えた群に有3まにnel籍児の出現頻度も書道い点は、フ

アーストフ…ドへの櫓好と併せて先進国社会に芸名i獲した都市型主主義きと小児肥満との務係を象徴する

ものと考えられた。

以上の結果から、われわれは幼児期に於げる体格形成とさと?毒事号機病の代表と惨される肥滋の予防に

関して、牛乳の持つ役裂の重量警要性について検討すべき議還を以下の灼く認議員し本研究を行った。

(1) 妻雲市化の彩警撃を受け始めた北次子主i潰箇制幼児における牛乳摂取と脅さ蓄を摂取調査を言李総に検討し、

今季Lの成長ま書道主と主主活習慣病の予防に関するevidenceをポすこと。

(2) 幼児の生活習慣病にとって清涼飲科水やブア}ストフードと牛乳とは対事選釣であるとする仮説を

検証すること。

これらの縁起患に詳記する研究を返して幼兇期早期からのうライフスタイルとしての都市化と生活際機療

の箆走塁数について紛らかにすることを目的とした。
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対象および方法

対象は北京市西主主gのAヰu殺:顔(寄宿秘)とB幼稔閲(遜罰制)に在籍ゅの幼児225名(男子113名、

女子112名)である(荻1)。寄宿制の幼稚閣は刃線問から余曜日の夜までの 5日聞を閣内で寝起きし

てさh活している。 1999若手 6tHこ身体計測(身長、体議、腹圏、大腿圏、聖子閥、皮下股妨厚)、生体イ

ンピーダンス法による体総紛E容の議定{両足4極i淡)、アンケートを用いて(淡2)食謬状況、活動

状況、家族状況についての淡療を行った。

対象(/)内訳を見ると、 i議室議号越の方金支有意に年後兇が多く、また女児が多かったof尊女関で、の年齢分

泌には撃が認められなかった。

表 1 対象の内訳
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普賢2 幼稚畿の児童アンケート翻資の項g

1. 飲食状況

。朝食の摂取状汲

1 . 毎日食べる 2. 食べるBtJf話器い 3. j量べない悶tJ!多い 4.ほとんど食べない

2) 毒事会の時期] 鯵 分; 綴耳ました食物の種類と.

米ま翼 g 菱重翼 g 潟童書 g J事 総 野菜 g 甘いもの 臨 港主主主主料水 ml 牛乳 ml 
3) 重量食の湾海i 時 分; 摂取した金銭珍務類と.

米類 g 愛類自肉類草卵個型事務 E 甘いもの g 清涼飲草寺水 ml 牛乳 ml
4) 夕食の書事実l 絡 分; 摂取した食物の緩ま翼と量

通達類 昌 運E綴 g 肉類 g g襲 {滋 野線 g 雪いもの g 湾議長飲料水 ml 牛乳 ml 
訪 問食を食べますか。

1. ~量べない 2‘ 食べる

6) 罪毒事〉で2と劉望書した人だけ答えて下さい。

潤食の時童書 草寺 分; 摂取した食物(!)若草聖護と量

米類芭繁華書 E 肉綴 g 11事僧野3義 E 甘いもの g 清涼飲料水 ml 牛乳 ml
7)後食を食べlj;すか

1. 食べない 2. 1量ベる

皐} 問7)で2と際答した人だIt答えて下さい。

夜食器怪童春葺l 懸 分; 摂駐した食物の組織と.

米霊童息遣E類車損害額 g iI鍵務調l g 甘いもの日清涼飲料水 ml 牛乳倒

的 清涼飲料本〈ジュ…ス‘コーラ‘サイダ叩など〉

1.毎B欽主t 2. 2-3B f:こ1隠飲む 3. 議iこ1国飲む 4. ほとんど飲まない

毎8飲む場合1.食事事量生む 2. :1量奇襲中以外飲む 18 ml 
10) 牛乳

1. 鯵B欽む 2. 2-3B (こ1濁欽む 3. 還に1際欽む 4を ほとんど飲lj;ない

侮毘欽む量審会;1.食畿や飲む 2. 食事中以外飲む 1 B ml 
11) ファーストフード〈例ハンバーガー、ファーストフード、ピザなど〉

1 • 毎箆食べる 2. 2-3B fこ1要望食べる 3. 還に1間食べる & ほとんど食べない

2. 活動状況

12) 室内で通産ぶ時機

13) 室外で通産ぷ時間

14) テレピやピデオt:Jもたり‘ファミコン告する時砲はどれくらいですか.

15) 今、運動クラブに通っていますか.

1. j車っていない 2. 週ト2fi請 3. 議題3ω4童書 4. 遡5図以..t

結巣と考察

対象の体格

総務lf!ま1995年北京総長まで 書離せまと徽肥満余計

号待られた性llU~き書記別標準体重;こさ毒づいて、 軍事宿制 4 67 5 76 

{実iAIJ体重一絞殺体重)/線療体重量X1∞

E 
1 111 23 135 

5 178 28 211 
よち求め、殺が震の幼児における滋締法に慾

j)イ2重量検波;p=O.0149 
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じて15以上を般消と学IJ安定した。すると、肥満の出現頻度は通園制で'17.0% (23/135人)、草野術創lで、6.

6 % (5/76人)と符慾に滋E覇市IJで出現頻度が高かった。

1997王手の鈎ぎをでは総1湾攻20以上の幼児が苦手宿生と通屈斜を合わせた全体で5.3%滋められ、 1986if-

Eおこは問若手数を狩室長lこした言建設で2.3%であった(2)。今湿の結果も、 l告86年の報告に想実じて燦i筒認定20

以j二(I)C義務室撃を倹約すると、滋言語骨量jで8.1%、寄宿号越で5.3%であり、全体で7.1%であった。したがっ

て、幼児差出絡のtlH護率は13年寄tr(1) 3倍以上iこ達し、近年その主要加が4急速に進んでいることが考えられ

まえがE畿の幼児総務の主主主義菱重度と比較しても高率である。-方、痩せを5思i議議定155長織とレど寺普j笈す

ると2.7号るであ号、 1主主主主義E主主主縫護g;，1'lについては低栄養は少ないと慾われた。

選議後、北京市言葉条区月号室居住区iこは寄宿命j幼稚療は 1つしかなし -1Ji慾襲護憲1]1まきカ絞るる。ぬ若手

露骨には苦手箔約とi幾重言語誌の比率は 3: 7であ号、寄宿剰1]1ま減少し・つつある。このような変化(1)管;畿には

や閣の一人っ子政策による過保護状態のみならず、市場経済の導入にf辛うさ訴事T!i化、生活・ 3量密擦の変

化の影響治安大きいと思われる。

今切の対象となった幼稚園は近携した地区にあり、対

議員児も悶じ地区内に居住している。したがって、幼児肥

満出現頻度の違いは生活・食習慣の違いから生じている

と考えられる。このことは、肥満出現率と年齢との関係

からも裳付けられる。

肥満者数が寄宿制では年齢が大きくなる

につれで少なくなるのに対し、通関嗣jでは

減少せず、異なる生活・食習慣による影響

が年齢とともに生じてきていると考えられ

fこG

その他の体格指標について通関剣と主華街

おiとで比較した。

i選5員約の方で、身長、体重、波吉宮、火事基

身長 (cm)

体鍍 (kg)

白MI(kg!m2) 

腹開 (cm)

梼閥 (cm)

火線繍(cm)

皮下車諸島最期

上豊島事者告書 (mm)

覇軍断事号事聖書事(mm)

体衛隊調停(lI6)

除獄絵然銀総g)

軍事樹齢j

109.4土1.0
18.2士0.4
1 5.1土0.2
52.4土0.4

57.8士。“4
34.1士0.3

11.0士0.6
6.7土0.2
15.8土0.5
15.7士0.3

会霊f
320  5 

23 

10 11 7 28 

遜自闘制 危険率

113.2士0.6 0.0016 
20.3士0.4 自.0011
15.7士0.2 0.4333 
55.3士0.5 く0.0001
59.7士0.5 0.072 

36.0士。‘S 0.0014 

12.3士0.4 0.2036 
7.6土0.3 0.2051 
14.5土0.3 0.0253 
17.2土0.3 0.0005 

主妻、言宗猿務体重金支翁ー意}こ大きく、長霊感泰!のユきで手李総2主主容が宿主霊;こ害警かった。 しかし、 これは通E動計二

年長究会ぎ多く、ミ寄3事務jで、女児が若手いことによると怨われた。性別、年齢をマッチングさせた集留での

比較が望ましいが、今留の対象ではま手議事務j後]JJU長践はそれそ2れ対委長会句、さく、検討することができな

かった。

肥満群28人中、綾図、上憲議事字書~Eをア胤筋線、総王手合下妻E皮r~話妨摩、体2言妨率で全体(1)80パーセン

タイル値以ヒを示したものはそれ--P;/1.19人、 15入、 s人20人であった。怒i誇若手と非肥満若手では統計学

的に有意な年齢蒸、性蕊iま認められなかったので、脱線毒事には体総肪蓄積の多い児童が多く含まれて

いると考えられた。
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活動状況

登喜!IBの3室内遊び悲喜表号、三塁外遊び際問、テレピ‘ 77ミコン・どうr;tの待問について寄宿前IJと透麹

紛で比較した。

テレビ・ビデオ

(hr) 
室内浴び 外通章ぴ ファミコン

pぉ0.1224 p<O.OOOl p=0.8754 
4 4 

4 
工

Y 

3 3 3 

II1I 2 2 事

" " :l 

。 0"-…い… 。

事嘗番遅f担j 通観号機 軍事総務i 通関警護 寄宿制 霊童濁昔日j

2主的遊び時悶、チレピ・ 7γ ミコン・ピヂオの玲湾については寄宿毒剤と汲岡市iで手言葉ままをが認められ

なかったが、外遊び鈴闘は有意に宅寄f首市tlJで長かった。肥満防止のために身体波数は重要な節子(1)一つ

である (3)。幼児期においては身体活動の多くが遂動トレーニングマはなく、日常主主?おこ依存してい

る。今回は外遊びの内容についての譲査は行われていないので、身体主奇襲古としての野儲はできないが、

2つめ幼稼霞のさと務官E慣の違いを示しているG また、テレビ(1)複線は身体総数を低下させ、 nl!lf諾増惑

の貢献凶手であることが匁られている(心。今聞の線3まではテレ1:::.ファミコン・ピデオ(1)時間は 2

つの幼稚図f簡で藻が認められなかったo1997年の務室をでは寄宿御jで工後30::1:5分であったのに対し、

還問削jでは85支55分と有意に滋滋和jで長く、必奈の幼児においても組織との関連径がす皆織された。し

かし、今留の調査では番手浴言語jでも75ニt52分と 2一年官官に比べて急激に長くなったため、主査が緩められな

くなっていた。寄宿意きえき機関内にもテレビ・ファミコン・ピデオ治安没透し、生協が変化してきている

ことが分かる。

総満出演率(%) i窓頭指j

圃圃圃聞醐酬剛雌 8.18.0 I 8.0 

5.0 

1997 1999 
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寄宿IjjtJ

5.3 

2.6 
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i滋閣総幼稔闘の幼児肥満出現率は1997年治宝8.0% 、 1999年が8.1%であり、翌主化はみられないが、~

望新首制幼稔図児における肥満出現E容は2.6%から5.3%へと大きく変化している。ここのことは、中殴

の伝統約なゑ浴後慣が比較的守られていたと恩われる寄宿嗣I幼稚箇内へも、都市イじこ伴うさ色義者・食望号

機の裂をfとがおきているためと忍われる。

与えに、 fl草薮jクラブに還っていま

すか?Jの立証幸子を下の漢に7f¥したo

i議機苦手jで害容後善計IHこ比べて手主主まに運動

クラブへの護委主主家が喜善かったが、こ

れは文書事控室裂の彩慾受講言えるとさき奈さの

総菜と講堂えられる。 2つの主主事長官震の

途いを祭すものではあるが、絞?鐙と

の詰~i塞f都立総担うられなかった。

2室内滋ひと、外通産u、滋重量クラブ、それぞれの身体活動内容についての譲査は行われなかったので明

遜っていない
遜 1-200 

選3-4建

議 5重量以上

合計

事寄宿苦言} 遜5軍司馬
…一一--会計

14 5告

80 111 

51 56 

2 3 

147 226 
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一
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7

 

惨なまき糸;ま繰られなかったが、運動クラブよ与も、日常生活に密着した外遊びの方が幼児期の肥満防

止には議事警であると移えられた。

飲食状況

朝食の摂取状況

朝食は通閣制jで生産日食ぺ~児 事毎街櫛l 海僚制 合計

主主が91.4%(128/140人)であ 害事隙食べ品 43 128 171 

ltべD隙が事い 1 3 4 
るのに対し、害容積制lではほとん 食べない闘が接い 3 1 4 
ど食べない児童が24.2%(15/ ほとんど食べない

23 hイ2媛瞳定;

62人)もお号、有意釜が総めら 余震十 62 140 202 0<0.0003 

れた。

間食、夜食の右翼取状況

照会、夜食ともに努議粉、通産喜希IJて子家議室長は絞められなかった。
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…絞釣に肥満をi替怒させる食事号機のーっとして、災ightEatingがある{説。 1日の主義液カロペJ…量の

多くそ夜に採ると、内分泌さ罪的}こも変化をきたし短i誇が助長される。筆者以議議総の子供たちとま主務

を共tこしたが朝食の欠j誌がそオ坊主に多いとはき高!慾きれなかったのであるが、今聞の調査からは寄T富市!J

zヶ朝食の欠食が多かった。本来、集団生活なので笈像的な食慾誌をが予定詰されるが、どのような理由で

ほとんど食べないのかは不明であるが、号努護主を摂らない子供のうち夜食苦言後があるのは 2名だけであ

り、うち 1名i立総滋凌17.2でHEi椅があった。いわゆるNightEatingではないとAまわれる。

ファストフド

言寄宿制、 i議関術jともにほとんどが潟に 1[!j]あるいはほとんど食べないであり、:il1:は絞められなかっ

fこ。

食事摂取蜜

米議翼、変類、肉類、華子衆、甘いものについて、事草食、緩食、夕食、湾食、夜食時の主義淑量を合計し

てl聞の摂取蓬とした。記殺のなかった116人を除外して10告人{号華街制36入、 i議関制73人)Iこういて

検討した。いずれの余&についても寄宿衛j幼稚障に比べてi童図最IJ幼君主主撃の方が多かったが、統計学的

に手話r"雪、差がままきちられたものはなかった。 l践の室主食事摂取量を比較すると替予宿綴で306.5土19.1gであ

るのにおjし、滋閣制では44告.8士32.4gと有意に多く摂取していた。

また、 1997年にfjった答干昔話対立さ稔箇兇がfrJJ稔堅g"摂取する食事の栄議成分認ままでは、 11:1の摂取カ

ロリー量iれ，53O.4kc説、 nii筋立二ネルギー上とは25.2%て?語うった。 1987年に選定ゑ.都で5高気E寺を対委員に行わ

れた紛査では、 18の摂取カロリーま量iま1，552kcal、殺紡エネルギ…よじは32.0%であ号、北京の幸専従総

幼殺際児の方が2散防エネルギ~l:とが低かった。しかし、 l鈴?年の翻授とゆき?若手の調査を比絞すると肉

筆震の摂取畿は32g/段から55.8g/日へ、野菜類の主義液量は205g/日から81.9g/日へと変化してきて

お号、主写機議Ij幼稚関内可?の食家内需手も変イとしてきている可能号室が示されたの

(g) 
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清涼飲料水、牛乳摂取叢

j脊涼飲料水は寄宿僻jで毎日飲t.r児3在地128.2%(20/71人)、巡閣制でほとんど飲まない児童が34.9

% (51/146人)窓められ、摂取菱自皮は軍事術創jで有意に高かった。

今季しの摂取委員度には湾審問で手家主査は緩められなかった。

湯量震欽潟水 牛乳

議後最司 i重量襲撃曜会計 寄宿itlJ i車関書調合計

努日量主む 20 32 52 40 79 119 

2-3 Elfこ1調 28 49 72 16 43 59 
遡iこ1回 14 14 28 5 9 14 
ほとんど飲まない 14 51 65 10 17 27 

合計 71 146 217 71 148 219 

カイ2購検寓; p田O.()404 p =-0.7s01 

(ml) 
清涼飲料水 牛乳
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，--x1 100‘ 
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寄 i血 寄 i且
宿 関 宿 間

司自j 静l 帯i 糧自

毎お飲主p務長?の 1Bの摂取量を比較するとも湾総長文字tJ，託、牛乳ともに寄宿主誌の方が主翼線議会ぎ多かっ

たが、手干支霊祭iま緩められなかった。

次;こ、?審議主義主将水、牛乳の主要耳立と手事務との言語主義?設について検討した。清涼欽科水、牛乳ともに縁日

摂取する児3震は害警f語紙、滋際総合わせて21名、済主主飲料水のみ鯵臼摂取する児童は13名、牛乳のみ綴
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自主義llJl.ずる児童 iま65~認められた。 I可方をf事怨後取する21名について、泌総選芝と摂取量た(i針案飲料

水/牛乳}を単相跨にて検討すると、えが大きくなるほど、すなわち牛乳に比して清涼童文料水の凝取

が多いほど日邸機E震が大きくなっていた。
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語雪渓欽草寺設立と牛乳

湾議長飲料水のみ

牛況のみ

(ml) 
o 100 200 300 400 500 

Eコョ著主主欽料氷

騒霊牛乳

そこで、牛乳摂取緩の身体組成に対する影響を検討するために、 i警告誤飲料水/牛乳比と、体ø~妨率、

除殺防休養との湘i絡を検言守した。すると、清涼飲料水/牛乳比が火器いほど、手宇治坊主与が有意に渇く

なり、絵ß~H若手事震とのぎま3設な総長選は認められなかった。ぬ号7王手;こヲすった?誇j家欽料水と牛乳11)摂取委震波

書毒査では、 ;1皇室喜総会主襲撃護D1'患のみき誉主主義支料水を毎B童文む子供会支議文まないそ予言発よ号事ZZ霊;こ総i誇凌が大きく、

牛乳での去をは認められなかった。今日3の溺査では、牛乳のみを撲取するそ子官民と後総飲料水のみを摂取

する子供との濁でol:!t筒疫の幾は緩められなかった。実際の摂取撃をみると、消滅飲料水あるいは牛乳

を毎日欽む児童の一日の合計摂取重量は、それぞ、れどちらか一方しか飲まないよな遂に比べて両方とも飲

む児童の合計摂取量は多かった。したがてコて、両方毎日摂取する場合l立体機への彩撃事が大きく、清涼

飲料水が体脂肪の蓄積に関渡していると恩われた。実際に、 u青iぷ飲料氷/牛乳)よと治安4.0で肥満度が

20.8の5歳男児は 1日の牛乳綴耳支援が250m!なのに対し清涼飲料水lまl，OOOmlも綴取していた。

まとめ

中国北京市i立近年にな持者事前イとが滋み、委長浴室主'僚が変化してきている。小;誌を耳)!.~襲く線機も影響を

受け、その結果、少なからず縫淡被害芸をもたらす場合もある。今回われわれはl哲97長引こ行われたさき礎

綴援をさらに発展させ、生活習僚の喜警なる 2つの幼筏閣に注目して、幼兇肥満の形成閃予の解析と、

牛乳摂取のもたらす影響について検討した。

わが閣の碁準に準じて肥満度目以上を肥満として判定すると、肥満のI:f:¥現綴E誌は念体で13.3%で

あった。これはわが国の幼児におけるsl'!i筒斜度とよとべるとかなり高い。しかも、滋喜額約え主総隆警で17.0

%、苦手翁紛で6ふ%と讃度にかなちの主義があり、これら幼稔霞の特徴や遠いを明らかにすること?幼

児肥満の形成尽子を検討した。

長室関税では外遂びの持路建愛媛く、金者葬iJ)主義葉支経治安多かった。これら、生活・食参事号機iJ)浅いが総織

委譲渡に潟浅していると窓われた。また、牛乳主義喜交については経満度との関迷牲は慾められず、むしろ

牛乳によむベて清涼欽料水を多く摂取しているそ子供iこ紛紛議撲が多かった。

ol:!t鋳のぞ予防;こは幼児期からの健全な主主泌総俊の総立がまれる。食習慣も重要な凝言葉で、あり、肥満
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のt自怒悶ミ予を明確にしゃて主主く認識されるよう心がける必至警がある。
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